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平成27年度　京都鴨沂会文化教室履修内容
教室名 茶  道 華  道 謡  曲
講師名 真継　宋美 木平　珠影 池田富美子
４月 風炉 盆略点前　千歳盆点前 いけばなの基本 遊行脚　西行桜
５月 風炉 棚薄茶点前 葉物をいける（杜若、あやめ） 通小町　東北
６月 立礼 薄茶点前　花寄之式 花の水揚げを体験（あじさい） 善知鳥　斑女
７月 立礼 平茶碗 洗い茶巾 水をいける 葵上　飛鳥川
８月 夏休み 夏休み 夏休み
９月 立礼 薄茶点前 お月見の花 葛城　松虫
10月 風炉中置 五行棚の扱い 秋の七草 野宮　六浦
11月 炉 棚薄茶点前 正月飾り 河漕　　箙
12月 炉 棚薄茶点前　 正月花のお稽古 竹生島　舟弁慶
１月 初釜　濃茶　薄茶　点心 初いけ 千手　鶴亀
２月 炉 筒茶碗 しぼり茶巾 花束・コサージュ 蟻通　源氏供養
３月 炉 入子点 ひな祭りの花・折り紙 小督　藤戸

平成27年度　京都鴨沂会文化教室課外活動
教室名 茶  道 華  道 謡  曲
講師名 真継　宋美 木平　珠影 池田富美子
４月 ホームライフみささぎ 春の会
５月 ホームライフみささぎ
６月 ホームライフみささぎ 薪能
７月 ホームライフみささぎ
８月 ホームライフみささぎ
９月 留学生伝統文化体験学習会 留学生伝統文化体験学習会 　
10月 風炉中置 五行棚の扱い 金剛流定期能
11月 外国人伝統文化教室 フェスティバル準備　 秋の会

12月 留学生伝統文化体験学習会
外国人伝統文化教室

京都環境フェスティバル
留学生伝統文化体験学習会

１月 外国人伝統文化教室 初いけ 　　　

２月 外国人伝統文化教室
老人ホームグランデ山ノ内お茶会 外国人伝統文化教室

　　
３月 外国人伝統文化教室 外国人伝統文化教室 金剛流定期能

伝統文化学習とボランティア活動支援
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地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動

　

文
化
教
室
学
習
効
果
を
地
域
に
還
元
し　

地
域
活
性
化
に
資
す
る

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
金
と
し
て
経
費

の
一
部
を
支
援
し
た
。

鴨
沂
会
・
花
ト
ー
ク
の
集
い　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
八
名

「
京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
〇
一
五
」
出
展

　

主
催
：
京
都
府
他

　

日
時
：
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
一
日
〜
十
三
日

　

場
所
：
京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ　

京
都
市
伏
見
区
竹
田　

　

参
加
来
場
者
：
三
〇
、〇
〇
〇
人　

　

出
展
内
容
：
私
達
は
不
用
品
の
活
用
を
テ
ー
マ

に
稲
わ
ら
で
作
っ
た
正
月
飾
り
と
残
っ
た
花
材
を

活
用
し
た
迎
春
用
グ
ッ
ズ
を
出
展
し
、
来
場
者
の

皆
様
に
好
ん
で
頂
き
ま
し
た
。亦
、鴨
沂
会
の
方
々

が
ご
来
場
下
さ
い
ま
し
て
、
御
励
ま
し
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
々
様
に

厚
く
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

本
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
要
請
を
、
本
会
文
化
教
室
、
鴨

沂
会
館
利
用
者
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
伝
達
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
本
会
に
要
請
の
あ
っ
た
高
齢
者
福
祉
施
設
及
び
病
院

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
二
十
回
派
遣
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
者
は
、
活
動
内
容
を
記
し
た
助
成
申
請
書
と
活

動
報
告
書
を
提
出
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
委
員
会
が
作
成

し
た
基
準
に
基
づ
い
て
助
成
費
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

�

矢
島　

芳
枝

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
」

鴨
沂
会
華
道
教
室　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
名

�

木
平
珠
影
に
よ
る
い
け
花
指
導
五
回　

洛
和
会
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
み
さ
さ
ぎ

①
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
六
日　

受
講
者　

六
名

　

�　

基
本
い
け
花
を
実
習
し
、
自
由
に
い
け
花
を
楽
し
ま
れ
、
そ
の

お
手
伝
い
を
す
る
。
矢
島
芳
枝
理
事
が
参
加
し
た
。

②
平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日　

受
講
者　

十
名

　

�　

い
け
花
を
通
じ
て
心
身
の
活
性
化
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
提
供

す
る
。
五
月
の
花
材
八
種
を
用
い
て
、
和
洋
の
自
由
い
け
花
を
楽

し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
話
し
合
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
。
次

回
へ
の
改
善
点
な
ど
皆
で
相
談
し
た
。

③
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
八
日　

受
講
者　

十
一
名

　

�　

い
け
花
を
手
が
か
り
に
、
充
実
し
た
日
々
を
楽
し
む
。
和
洋
八

種
の
生
花
を
用
い
て
、
大
作
品
や
一
輪
ざ
し
な
ど
、
各
自
の
自
由

花
と
基
本
い
け
花
の
勉
強
に
時
間
を
忘
れ
て
熱
中
し
、「
家
へ
帰
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っ
て
ま
た
、
勉
強
し
ま
す
。」
と
の
事
。
花
の
持
つ
不
思
議
な
力

に
感
動
す
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。　
　
　

④
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
六
日　

受
講
者　

八
名

　

�　

花
を
い
け
乍
ら
、
も
の
つ
く
り
の
面
白
さ
と
友
達
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
、
月
一
度
の
集
り
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
た
。
夏

ら
し
い
姫
ガ
マ
を
主
体
に
菊
、
あ
ざ
み
、
リ
ン
ド
ウ
、
夏
は
ぜ
で

季
節
感
を
味
わ
う
。　
　

⑤
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
日　
　

受
講
者　

十
名

　

�　

い
け
花
は
、
季
節
を
先
ど
り
す
る
も
の
な
の
で
、
残
暑
の
裡
、

秋
の
花
を
勉
強
し
た
い
と
考
え
、
秋
の
七
種
の
よ
せ
挿
し
の
勉
強

を
し
た
。

ミ
モ
ザ
（
合

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
奏
グ
ル
ー
プ
）

⑥
東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み　

　

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

四
名

　

�　

四
月
お
誕
生
会
で
訪
問
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ミ
モ

ザ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
声
楽
（
ソ
プ
ラ
ノ
）・
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
三
名
と
ピ
ア
ノ
の
一
名
で
、
他
の
老
人
施
設
へ
も

出
向
い
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
車
イ
ス
等
で
二
十
数
名
が
参
加
さ

れ
、「H

appy�Birthday�T
o�Y
ou

」
に
始
ま
り
、「
花
」「
お
ぼ

ろ
月
夜
」「
こ
の
道
」「
麦
の
唄
」「
お
も
い
で
の
ア
ル
バ
ム
」「
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
」「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
共
に
聞
き
、

歌
い
、
手
拍
子
で
交
流
し
ま
し
た
。
会
場
（
集
会
室
）
の
マ
イ
ク

の
設
備
、
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
、
集
中
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
私
共
も
心
が
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
ら
、
幸
せ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
理
事
の
矢
島
芳
枝
先
生
の
同
行
が

か
な
い
、
心
強
い
か
ぎ
り
で
し
た
。

⑦
医
療
法
人　

桃
仁
会
サ
テ
ラ
イ
ト

　

平
成
二
十
七
年
七
月
七
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

六
名

　

�　

特
定
老
健
桃
寿
苑
の
七
夕
会
で
訪
問
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ミ

モ
ザ
の
メ
ン
バ
ー
三
名
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
）

に
加
え
て
、
滋
賀
県
よ
り
、
よ
し
笛
グ
ル
ー
プ
三
名
と
合
同
で
な

ご
や
か
に
進
み
ま
し
た
。
集
会
室
に
二
十
名
程
の
方
々
が
お
元
気

に
居
ら
れ
、
よ
し
笛
の
「
森
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
や
「
野
に
咲
く

花
の
よ
う
に
」
の
時
に
は
、打
楽
器
で
上
手
に
リ
ズ
ム
を
と
ら
れ
、

感
心
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
キ
ラ
キ
ラ
星
変

奏
曲
」、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ
の
「
ラ
フ
」。
ソ

プ
ラ
ノ
は「
雨
ふ
り
お
月
」と「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」を
演
奏
し
、

大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
、
ア
ン
コ
ー
ル
を
所
望
さ
れ
た
の
で
、「
ハ

ン
ガ
リ
ー
舞
曲
Ｎ
Ｏ
．５
」
を
聞
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。〝
ま
た
来

た
く
だ
さ
ー
い
〟
の
お
声
か
け
も
あ
り
、
私
共
も
う
れ
し
く
お
い

と
ま
し
ま
し
た
。

⑧
高
齢
者
福
祉
総
合
施
設
バ
プ
テ
ス
ト
ホ
ー
ム　

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
六
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

五
名

　

�　

粟
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
敬
老
の
日
お
祝
音

楽
会
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
水
色
の
ワ
ル
ツ
」「
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
旅
愁
」「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」「
月
の
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砂
漠
」
な
ど
の
歌
、チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
ら
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲
」

「
ピ
ア
ノ
に
よ
る
わ
ら
べ
歌
ア
レ
ン
ジ
曲
」、
リ
コ
ー
ダ
ー
ソ
ロ
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
「
ヘ
ン
デ
ル
他
の
曲
」
を
演
奏
し
、
多
大

な
拍
手
や
「
涙
が
出
た
！
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

私
た
ち
も
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
方
た

ち
も
聞
き
ほ
れ
た
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
来
て
ね
！
と
の
声
に
送
ら

れ
、
お
い
と
ま
し
ま
し
た
。
是
非
再
度
う
か
が
い
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。

⑨
東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ぞ
み　

　

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
四
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

四
名　

　

�　

十
月
お
誕
生
会
の
御
祝
音
楽
会
を
行
い
ま
し
た
。「H

appy�
Birthday�T

o�Y
ou

」
職
員
の
方
が
数
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
さ

れ
、「
蘇
州
夜
曲
」
ソ
プ
ラ
ノ
、「
花
」
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
、

「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
ピ
ア
ノ
、「
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏
を
し
、
み
な
さ
ん
と
「
虫
の
声
」、「
村
祭
」、「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
歌
い
手
拍
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。
入

所
者
職
員
さ
ん
で
、
四
十
と
名
位
参
加
さ
れ
、
次
の
リ
ク
エ
ス
ト

曲
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
く
お
別
れ
し
ま
し
た
。

⑩
琵
琶
湖
病
院
認
知
症
病
棟　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

六
名

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日　

　

訪
問
演
奏　

視
聴
者
三
十
名
位

　

�　

電
子
ピ
ア
ノ
を
運
び
入
れ
、
ピ
ア
ノ
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
声
楽
と

よ
し
笛�

グ
ル
ー
プ
六
名
で
、「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」、「
チ
ャ
ル

ダ
ッ
シ
ュ
」、「
あ
ざ
み
の
歌
」、「
森
へ
行
き
ま
し
ょ
う
」、「
夜
明

け
の
歌
」
な
ど
を
演
奏
し
、「
村
祭
」、「
も
み
じ
」、「
証
城
寺
の

狸
ば
や
し
」
な
ど
を
共
に
歌
い
、
す
ず
、
手
拍
子
を
た
た
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
作
業
療
法
士
の
方
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
の
演
奏

に
聞
き
入
っ
て
い
る
姿
を
見
て
う
れ
し
か
っ
た
。
拍
子
と
り
で
参

加
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
い
、
熱
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。
私
共
も
、
本
当
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

第
三
錦
林
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス　

⑪
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
海
ぶ
ど
う　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

四
名

　

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
五
日　

　

歌
唱
演
奏
と
指
導　

来
所
者　

八
名

　

�　
〝
海
ぶ
ど
う
〟
は
認
知
症
対
応
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
当
日
は
八
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
の
打
ち
合
わ

せ
で
ご
希
望
の
曲
を
何
曲
か
お
聞
き
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
作
曲
さ
れ
た
年
代
順
で
組
み
ま
し
た
。「
夏
は
来

ぬ
」、「
荒
城
の
月
」、「
我
は
海
の
子
」、「
富
士
山
」、「
紅
葉
」、「
雪
」、

「
海
」、「
故
郷
」、「
朧
月
夜
」、「
証
城
寺
の
狸
ば
や
し
」、「
あ
め

ふ
り
」、「
隣
組
」、「
青
い
山
脈
」、「
こ
こ
に
幸
あ
り
」、「
仰
げ
ば

尊
し
」（
本
当
は
一
番
古
い
曲
で
す
）
感
動
し
た
の
は
、
こ
れ
ら

の
曲
を
全
部
し
っ
か
り
と
歌
わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
た
事
で
し
た
。

共
に
歌
う
事
の
楽
し
さ
は
格
別
で
す
。

⑫
コ
ー
プ
葵
湯
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

四
名

　

平
成
二
十
七
年
九
月
十
四
日　

　

歌
唱
演
奏
と
指
導　

来
所
者　

十
四
名
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�　

歌
っ
た
十
四
曲
は
、「
朧
月
夜
」、「
夏
は
来
ぬ
」、「
里
の
秋
」、

「
雪
」、「
旅
愁
」、「
紅
葉
」、「
浜
辺
の
う
た
」、「
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
」、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」、「
村
祭
」、「
証
城
寺
の

狸
ば
や
し
」、「
た
き
火
」、「
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
」、「
故
郷
」、

約
三
十
五
分
か
ら
四
十
分
位
の
演
奏
で
し
た
。
歌
詞
を
見
て
、
皆

様
が
し
っ
か
り
歌
っ
て
下
さ
っ
て
、
こ
ち
ら
も
と
て
も
気
持
ち
よ

く
、
楽
し
く
歌
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
後
、
ご
一
緒
に

お
茶
を
頂
き
、
色
々
お
話
す
る
事
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
民
謡
梅
若
流
京
都
梅
若
会
朝
優
支
部

⑬
京
都
市
本
能
寺
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
七
名　

　

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日　

来
所
者　

約
四
十
名

　

�　

民
謡
、
童
謡
、
詩
吟
等
全
十
一
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
職
員
は
じ

め
皆
さ
ん
に
歌
詞
を
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
知
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
声
を
出
し
て
楽
し
く
唄
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
一

体
に
な
っ
た
よ
う
に
大
き
な
声
で
賑
や
か
に
、
笑
顔
で
、
楽
し
い

一
時
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民

謡
や
童
謡
に
人
気
が
あ
り
、
一
人
で
唄
い
た
い
方
が
前
に
出
て
来

て
知
っ
て
い
る
民
謡
を
積
極
的
に
唄
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
又
、

佐
渡
お
け
さ
や
九
州
炭
坑
節
の
踊
り
を
先
導
に
合
わ
せ
て
数
人
が

楽
し
く
踊
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

⑭
天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

八
名

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日　

来
所
者　

約
四
十
名

　

�　

民
謡
、
童
謡
、
詩
吟
等
全
十
六
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
職
員
は
じ

め
皆
さ
ん
に
歌
詞
を
配
布
し
ま
し
た
の

で
、
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
声
を
出
し

て
楽
し
く
唄
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会

場
全
体
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う
に
大
き

な
声
で
賑
や
か
に
、
笑
顔
で
、
楽
し
い

一
時
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら

口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民
謡
や
童
謡
に

人
気
が
あ
り
、
一
人
で
唄
い
た
い
方
が

前
に
出
て
来
て
知
っ
て
い
る
民
謡
を
積

極
的
に
唄
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
九
州
炭
坑
節
の
踊
り
を
先

導
に
合
わ
せ
て
四
〜
五
人
が
楽
し
く
踊
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。尚
、

詩
吟
や
民
謡
を
習
い
た
い
と
言
う
方
が
二
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
ン
グ
バ
ー
ド　

訪
問
歌
唱
演
奏　

⑮
老
人
ホ
ー
ム
京
都
エ
ク
セ
レ
ン
ト
衣
笠

　

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
九
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

十
一
名

　

�　

今
日
は
、部
屋
い
っ
ぱ
い
の
老
人
が
出
席
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

最
初
、
私
達
ソ
ン
グ
バ
ー
ド
は
、
年
令
九
十
才
か
ら
五
十
才
代
ま

で
歌
の
好
き
な
人
達
が
一
ヶ
月
に
二
回
集
ま
っ
て
歌
を
楽
し
む
仲

間
だ
と
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
虫
の
声
、
ふ
じ
の
や
ま
、
ふ

る
さ
と
、
月
の
砂
漠
、
荒
城
の
月
、
紅
葉
、
赤
と
ん
ぼ
、
夕
焼
け

小
焼
け
の
八
曲
を
皆
で
斉
唱
し
ま
し
た
。
皆
様
、
歌
が
大
好
き
と

い
う
ご
様
子
で
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
、
楽
し
ん
で
ら
れ
ま
し
た
。

時
折
、
赤
と
ん
ぼ
を
歌
い
な
が
ら
、
涙
を
流
し
て
ら
れ
る
人
も
い
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ま
し
た
。
最
後
の
夕
焼
け
小
焼
け
で
は
、
全
員
で
手
を
つ
な
ぎ
な

が
ら
の
斉
唱
を
終
え
る
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
赤
と
ん
ぼ
の
歌
声
が

部
屋
中
響
き
、
感
動
的
な
歌
の
会
で
し
た
。

⑯
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
故
郷
の
家　

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

二
名

　

�　

立
派
な
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
ソ
ロ
も
で
き
る
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が

あ
っ
た
の
で
、
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
と
、
う
た
の
ソ
ロ
、
最
後
に
皆
で

お
正
月
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー　

コ

ン
サ
ー
ト
と
い
う
事
も
あ
り
、
い
っ
ぱ
い
の
ご
ち
そ
う
を
目
の
前

に
、
時
に
は
静
か
に
、
時
に
は
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
た
だ
い
た

り
し
て
、
楽
し
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

花
ト
ー
ク
の
集
い
紫
明
庵　

⑰
ア
ミ
ー
ユ
レ
ジ
デ
ン
ス
京
都
羽
束
師

　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

十
名

　

�　

依
頼
団
体
の
提
案
で
、「
牛
乳
パ
ッ
ク
に
色
紙
を
用
い
て
花
器

を
つ
く
る
」
作
品
を
全
員
が
制
作
し
美
し
い
飾
り
花
が
完
成
し
ま

し
た
。
比
較
的
、
不
自
由
度
の
高
い
方
々
の
ご
参
加
で
心
配
で
し

た
が
、
皆
様
が
い
き
い
き
と
製
作
さ
れ
大
層
楽
し
ん
で
頂
け
ま
し

た
。
至
ら
ぬ
私
の
説
明
に
よ
る
製
作
で
し
た
が
、
新
し
い
方
法
も

教
え
て
頂
き
、
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
せ
ね
ば
と
反
省
し
て
居
り
ま

す
。
か
け
が
え
の
な
い
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
鴨
沂
会
の

皆
々
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
合
唱　

⑱
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院

　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日（
土
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

六
十
名

　

�　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎
年
恒
例
の
大
切
な
キ
ャ
ロ
リ

ン
グ
。
み
ん
な
で
病
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
へ
歌
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　
「
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
・
レ
ク
イ
エ
ム
Ⅱ
キ
ソ
エ
」、「
あ
あ
、
ベ
ツ

レ
ヘ
ム
よ
」、「
あ
ら
の
の
は
て
に
」、「
あ
め
に
は
さ
か
え
」、「
里

の
秋
」、「
冬
の
夜
」、「
さ
や
か
に
星
は
き
ら
め
き
」、「
ハ
レ
ル
ヤ
」

（
メ
サ
イ
ヤ
）、「
き
よ
し
こ
の
夜
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

ロ
ー
ズ
の
会　

⑲
東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
三
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

三
名

　

�　

四
十
名
が
出
席
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
配
布
し
て
お
誕
生
日
会
と

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
外
国
の
曲
は
原
語
、
ド
イ
ツ
語
、

イ
タ
リ
ア
語
を
一
番
に
唄
い
、
二
番
、
三
番
を
日
本
の
歌
詞
に
し

た
。原
語
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
の
で
反
応
が
今
一
つ
だ
っ
た
が
、

日
本
の
歌
詞
に
な
る
と
一
斉
顔
が
上
が
り
、
こ
ち
ら
を
見
る
。
お

昼
ご
飯
を
食
べ
て
眠
く
な
っ
た
人
が
、
一
人
い
た
。「
か
や
の
木

山
の
」
を
唄
う
と
「
う
ん　

う
ん
」
と
う
な
づ
い
て
く
れ
た
。「
松

島
音
頭
」
の
リ
ズ
ム
感
あ
る
伴
奏
が
鳴
り
出
す
と
、
椅
子
の
手
掛

け
を
パ
ン
パ
ン
叩
い
て
リ
ズ
ム
を
と
り
、
嬉
し
そ
う
な
表
現
を
す

る
。
唄
い
出
す
と
ジ
ィ
ー
と
聴
く
。「
マ
ン
マ
を
唄
い
ま
す
」
と
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司
会
す
る
と
、「
マ
ン
マ
よ
！
マ
ン
マ
よ
！
」
と
眼
を
輝
か
せ
て

い
た
が
、
自
分
の
思
う
「
マ
ン
マ
」
と
は
ち
が
っ
て
い
た
の
か
、

表
情
が
止
ま
っ
て
い
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
色
々
な
曲
を
弾
く
と
、

背
中
に
向
か
っ
て
「
聴
い
て
る
で
！
聴
い
て
る
で
！
」
と
声
を
掛

け
る
。
歌
の
好
き
な
人
が
多
く
、「
ふ
る
さ
と
」
を
皆
で
ユ
ニ
ゾ

ン
で
唄
い
、
マ
イ
ク
を
ま
わ
す
と
は
り
き
っ
て
歌
っ
た
。
元
気
な

歌
声
に
び
っ
く
り
し
た
。「
又
、
半
年
後
に
お
願
い
し
ま
す
。」
と

リ
ク
エ
ス
ト
が
来
ま
し
た
。
老
人
ホ
ー
ム
の
演
奏
会
は
、
松
田
、

毛
利
は
初
め
て
で
、よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。

京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室�

真
継　

宗
美　

⑳
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

グ
ラ
ン
ダ
山
内　

　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
と
矢
島
理
事

　
「
抹
茶
一
服
で
裏
千
家
茶
道
を
た
の
し
み
ま
し
ょ
う
」

　

京
都
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
始
め
て
で
お
茶
の
心
得
の
あ
る

方
も
お
い
で
と
の
こ
と
。
楽
し
み
と
不
安
半
分
で
伺
い
ま
し
た
。

扇
面
「
茶　

長
寿
の
友　

鵬
雲
斎
大
宗
匠
」
白
梅　

曙
椿
、
花
入　

朝
日
豊
斎
造　

猿
の
香
合
を
飾
り
、
殆
ど
の
方
が
拝
見
を
し
て
下

さ
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
毛
利
が
盆
略
点
前
を
、
グ
ラ
ン
ダ

で
用
意
の
鶴
屋
芳
信
の
菓
子
と
北
川
半
兵
衛
の
薄
茶
で
、
点
出
し

で
一
服
、
そ
の
後
、
盆
略
点
前
を
各
自
で
経
験
者
の
方
は
楽
し
そ

う
に
教
え
な
が
ら
、
車
椅
子
の
方
、
流
動
食
の
方
は
別
に
職
員
の

方
が
、
私
は
そ
こ
ま
で
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
反
省
し
ま
し

た
。
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
か
な
と
思
い
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
一
日
で
し
た
。

留
学
生
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
支
援

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ム
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
伝
統
文
化
の
教

育
に
寄
与
し
、
生
活
適
応
上
の
指
導
助
言
な
ど
留
学
生
支
援
に
よ
り

国
際
理
解
を
深
め
地
域
社
会
の
活
性
化
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
外
国
人
大
学
院
留
学
生
を
文
化
教
室
に
受
け
入
れ
、
華
道
教

室
お
よ
び
茶
道
教
室
で
個
別
指
導
を
行
い
、
授
業
料
の
一
部
を
支
援

し
た
。
公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
京
都
支
部
の
高
校
留
学
生

を
対
象
と
し
た
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
今
年

度
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
団
体
で
あ
る
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
受
け

入
れ
た
大
学
・
大
学
院
留
学
生
へ
の
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
の
開
催

お
よ
び
鴨
沂
会
員
に
よ
る
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
た
。

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

茶
道
教
室
　
裏
千
家
　
　
講
師
　
真
継
　
宗
美

受
講
者
：
ソ
フ
ィ
・
ヂ
ュ
マ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
女
性
）

　
　
　
　

日
仏
学
館
講
師
、
京
都
外
国
語
大
学
講
師

授　

業
：
平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日　

盆
略
点
前
の
指
導

受
講
者
：
チ
ェ
ン
・
イ
ア
ン
・
セ
イ
デ
イ
（
ア
メ
リ
カ
女
性
）

　
　
　
　

同
志
社
大
学
大
学
院
留
学
生
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